
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

第44回通常総会・表彰式　 法人税法等の改正
館山税務懇話会　 館山税務署人事異動・署長挨拶ほか
法人会全国女性フォーラム　 平成29年度税制改正要望
地方税の電子申告eLTAX　 理事会・委員会・部会の動き
今後の事業実施予定　 言葉から生まれる「良好な人間関係」
血液型と性格は本当に関係があるの？
相続税講座をみなラジで　 税に関する「絵はがきコンクール」

このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して

主 な 内 容
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平成28年

11月27日㈰開催
　　南房総市産業まつりと小松寺の紅葉まつり
　　　　　　　　　　両会場を結ぶシャトルバス運行

（公社）館山法人会員証

公益社団法人

小松寺の赤もみじ

建前餅投げで盛り上がる

山車も賑やかに

法人会・青色申告会が税金クイズ 参加団体・出店は100 超え
小松寺 山門
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めざします　企業の繁栄と社会への貢献

平成28年度

第
四
十
四
定
時
総
会

記
念
講
演

公
益
法
人
と
し
て
確
か
な
歩
み

事
業
報
告
・
決
算
書
類
を
承
認

記
念
講
演
は

　

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

末
延
吉
正
氏

　
　
　
「
政
局
展
望
と
日
本
の
将
来
」

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
一
般
住
民
に
も
開
放

総会　本間会長あいさつ

末延吉正氏
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈

表  

彰  

式
会
員
増
強
優
秀
者
５
名
に

感
謝
状
・
表
彰
状

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

図　書
貸します
見本あります
お
問
合
せ
は
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

助成金奨励金などを解説
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法人税法等に関する改正
館山税務署からのお知らせ

Ⅰ　法人税の税率に関する改正

　普通法人、一般社団法人等又は人格のない社団等に対する法人税の税率が 23.9％から 23.2％（平

成２８年４月１日から平成３０年３月３１日までの間に開始する各事業年度については 23.4％）

に引き下げられました。

　改正前後の税率及びその適用関係は次表のとおりです。

区分 改正前 改正後

適用関係 平 27.4.1 以後
開始事業年度

平 28.4.1 以後
開始事業年度

平 30.4.1 以後
開始事業年度

中小法人、一般社
団法人等、公益法
人等とみなされて
いるもの又は人格
のない社団等

年８００万円以
下の部分 １５％ １９％（１５％） １９％

年８００万円超
の部分 ２３．９％ ２３．４％ ２３．２％

中小法人以外の普通法人 ２３．９％ ２３．４％ ２３．２％

　　※ 　表中のカッコ書きの税率は、平成 29年 3月 31日までの間に開始する事業年度について

適用されます。

Ⅱ　青色申告書を提出した事業年度の欠損金等の繰越期間等の延長時期の見直し

　欠損金額の繰越期間を９年から１０年に延長する措置について、平成 30年 4月 1日以後に開

始する事業年度（改正前：平成 29年 4月 1日以後に開始する事業年度）において生ずる欠損金

額から適用することとされました。

　これに伴い、次の措置についても、平成 30年 4月 1日以後に開始する事業年度（改正前：平

成 29年 4月 1日以後に開始する事業年度）において生ずる欠損金額から適用することとされま

した。

（1）帳簿書類の保存期間の延長

　　　欠損金額が生じた事業年度に係る帳簿書類の保存期間を 9年から 10年に延長する措置

（2）欠損金額に係る更正の請求期間の延長

　 欠損金額に係る更正の請求期間を 9年から 10年に延長する措置

（3）欠損金額に係る更正の期間制限の延長

　　　欠損金額に係る更正の期間制限を 9年から 10年に延長する措置
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Ⅲ　減価償却資産の償却方法の見直し

　平成 28年 4月 1日以後に取得された建物附属設備及び構築物並びに鉱業用減価償却資産のう

ち建物、建物附属設備及び構築物の償却の方法について、定率法が廃止されました。

　改正前後の選定をすることができる償却の方法及びその適用関係は、次表のとおりです。

資産の区分
選定をすることができる償却の方法

改正前 改正後

建物 定額法 定額法

建物附属設備及び構築物 定額法又は定率法 定額法

機械及び装置、船舶、航空機、車両及び運搬具、
工具並びに器具及び備品

定額法又は定率法 定額法又は定率法

鉱業用減価償却資産

建物、建物附属設備
及び構築物

定額法、定率法又は生産髙
比例法

定額法又は生産高比例法

上記以外
定額法、定率法又は生産髙
比例法

定額法、定率法又は生産
髙比例法

無形固定資産及び生物 定額法 定額法

鉱業権 定額法又は生産高比例法 定額法又は生産高比例法

リース資産 リース期間定額法 リース期間定額法
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力
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館
山
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務
署
７
月
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
体
制
と
納
税
推
進
へ
協
調
確
認

尾
部
署
長
は
国
税
局
調
査
第
１
部
特
別
調
査
官
へ
栄
転

後
任
田
中
署
長
は
同
じ
部
署
調
査
部
門
特
命
担
当
統
括
調
査
官
か
ら
着
任

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 髙 木　 一 康

千葉県税理士会
館山支部 渡辺重太郎

館 山 間 税 会 宮 沢　 治 海

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 杉 井　 繁 樹

安房郡市
商工会長協議会 松 井　　 旭

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長
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館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①東京国税局
　調査部統括官
②東京都
③ロードバイク

①川崎南署
　徴収２統括
②福島県
③サッカー観戦

徴収部門
統括官

①留任
②北海道
③ランニング
　体力づくり

法人課税第１部門
統括官

①留任
②千葉県
③水泳

管理運営第２部門
統括官

①留任
②長崎県
③読書

資産課税部門
統括官

①東京国税局
　管理運営課補佐
②長野県
③映画鑑賞
　犬の散歩

総務課長

①成田署
　個人２統括
②大阪府
③サッカー
　キャンプ

個人課税第１部門
統括官

①東京国税局
　課税二部
　調査２主査
②静岡県
③ドライブ

法人課税第２部門
統括官

①渋谷署
　管運２統括
②東京都
③ジョギング
　山歩き

管理運営第１部門
統括官

①留任
②宮城県
③旅行

個人課税第２部門
統括官

①江東東署
　法１上席
②岩手県
③バドミントン

法人課税第１部門
調査官（審理担当）

①留任
②東京都
③釣り
　ハイキング

総務係長

消
費
税
期
限
内
納
付

「
推
進
運
動
」
を
実
施
中
法人会
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館山税務署新旧幹部等名簿 （平成28年7月10 日付）
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全国から1,600人余参加
会場には災害写真パネルや
税の絵はがき優秀作品展示

大会日程
●第１部　記念講演
　伝えることの大切さ、
　　伝わることの素晴らしさ
　講師　フリーアナウンサー
　　　　　　　大和田　新氏

●第２部　式典
　法人会女性部会活動報告
　大会宣言ほか

●第３部　懇親会

ダイレクト納付とは…

簡 単 便 利

大会キャッチフレーズ
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平成29年度

税
制
改
正
要
望

公
平
で
健
全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
て

中
小
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
税
制
の
提
言
を

提
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　平成29年度　税制改正要望事項（館山法人会）

各
単
位
法
人
会
が
県
連
を
通
じ
て
全
法
連
へ
提
出
し
た

　
　
　

要
望
事
項
を
ベ
ー
ス
に
し
て

　
　
　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め

法
人
会
全
国
大
会
で
主
旨
説
明
を
し
た
後

　
　
　

政
府
な
ど
関
係
機
関
に

　
　
　
　
　
　
　

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

法
人
会
の
提
言
活
動
は
、

法
人
税
の
引
き
下
げ
な
ど
を
始
め
、

同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、

事
業
承
継
に
関
す
る
税
制
の
創
設
な
ど
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
の
構
築
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
提
言
活
動
（
要
望
先
）

十
月
二
十
日
開
催

法
人
会
全
国
大
会

長
崎
大
会
で
提
言

中
小
企
業
庁

公
明
党

総
務
省

自
民
党

民
進
党

国
税
庁
表
敬
訪
問

財
務
省
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会
報
編
集
会
議

新
年
度
事
業
計
画
ほ
か
審
議

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
研
修
会

理 

事 

会 

等

税
制
委
員
会

新年度第１回理事会　4月 21日

第 1回広報委員会　7月 20日

県
法
連
福
利
厚
生
制
度

「
三
年
一
〇
億
増
収
推
進

計
画
推
進
会
議
」
を
開
催

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

青
年
部
会

第 1回税制委員会　5月 12日

二
十
九
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議



14

定時総会　5月 19日

女
性
部
会

地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業

イ
ベ
ン
ト
支
援
・
節
電
Ｐ
Ｒ
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第 37回定時総会　5月 12日

医
療
部
会

定時総会　6月 2日

源
泉
研
究
部
会

定時総会　5月 19日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

研
修
を
実
施

税
務
研
修

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
改
正
」
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今 後 の 事 業 実 施 予定
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◆厳しい先輩にも優しい一面が隠されていた

◆本人のいないところでの褒め言葉で嫌悪感が消えた

◆言葉以外のメッセージも大事に

言葉から生まれる「良好な人間関係」
 産業カウンセラー　柏木勇一
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科
学
的
根
拠
は
な
い
と

言
わ
れ
な
が
ら
、
根
強
い
信
奉
者
も

日
本
特
有
の
「
ブ
ラ
ハ
ラ
」
と
い
う

血
液
型
に
よ
る
職
業
差
別

血
液
型
と
性
格
は

　
　
　
本
当
に
関
係
が
あ
る
の
？

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥
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編
集
後
記

南
房
総
市
産
業
ま
つ
り　
会
場
：
千
倉
漁
村
セ
ン
タ
ー
及
び
周
辺
広
場
・
小
松
寺

　

水
産
業
、
商
業
、
観
光
、
農
業
ら
の
関
係
者
が
、
売
り
手
・
買
い
手
の
顔
が
見
え
る
「
安
心

で
き
る
消
費
行
動
」、
伝
統
技
術
を
介
し
た
「
工
業
技
術
の
伝
承
」、「
地
産
地
消
の
推
進
」、「
地

域
活
性
化
の
推
進
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
一
丸
と
な
っ
て
行
う
南
房
総
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
参

加
団
体
・
店
舗
等
は
１
０
０
を
超
え
る
。
地
元
高
校
生
に
よ
る
缶
詰
や
お
花
、
山
形
県
・
山
梨
県
・

群
馬
県
な
ど
、
友
好
都
市
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
産
品
」、
ワ
イ
ン
、
牛
串
焼
き
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、

吉
田
の
う
ど
ん
、
磯
部
の
せ
ん
べ
い
、
ほ
か
に
も
数
々
の
銘
菓
・
物
産
等
が
楽
し
め
る
。

　

吹
奏
楽
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
高
家
神
社
の
包
丁
式
あ
り
、
更
に
綱
引
き
や
建
前
餅
投
げ
な
ど

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
１
日
中
楽
し
め
る
。

子
宝
・
安
産
祈
願
の
寺　

壇
特
山　

小
松
寺

　

南
房
総
で
は
数
少
な
い
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
小
松
寺
。

　

宗
派
は
「
真
言
宗
智
山
派
」、
御
本
尊
は
「
薬
師
如
来
」。
子
宝
・
安
産
祈
願
の
寺
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

文
武
天
皇
の
時
代
（
６
８
３
〜
７
０
７
年
）
に
役
小
角
（
え
ん
の
お
づ
ぬ
＝
役
行
者
）
に
よ
っ

て
小
さ
な
庵
が
建
て
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
庵
は
一
間
四
面
の
お
堂
に

建
て
替
え
ら
れ
、
更
に
堂
塔
の
建
て
替
え
、
山
王
権
現
が
祭
ら
れ
、
七
堂
伽
藍
が
整
い
薬
師
如

来
が
祀
ら
れ
た
。
こ
の
間
二
度
の
火
災
に
よ
る
寺
院
の
全
焼
な
ど
紆
余
曲
折
を
経
て
、
現
在
の

小
松
寺
は
、
本
堂
正
面
の
龍
の
彫
刻
の
銘
か
ら
安
政
２
年(

１
８
５
５
年)

の
再
建
と
さ
れ
て

い
る
。

　

紅
葉
期
に
は
「
小
松
寺
も
み
じ
祭
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
豚
汁
や
モ
チ
の
振
る
舞
い

も
あ
り
、
農
産
物
の
販
売
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
。
特
に
、
南
房
総
市
産
業
ま
つ

り
の
日
は
、
お
祭
り
会
場
と
小
松
寺
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は　

南
房
総
市
商
工
観
光
部
商
工
課　

電
話
０
４
７
０

－

３
３

－

１
０
９
２

【
表
紙
】
南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
と
小
松
寺
の
紅
葉
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入選
作品

女性部会が基幹的取組事業として主導
南房総市千倉小学校 6年生を対象に租税教室開催のあと実施
2月29日千倉小学校で表彰式
最優秀作品は４月14日開催の
「法人会全国女性フォーラム福島大会」で展示されました。

入　選

館山税務署長賞

千倉小学校 6年　植村春香

千倉小学校 6年
山口栄太

千倉小学校 6年
山口遙華

千倉小学校 6年
尾崎真衣

千倉小学校 6年
長野新波

千倉小学校 6年
小西海瑠

千倉小学校 6年
眞田愛子

千倉小学校 6年
根本萌恵

千倉小学校 6年
武井愛梨

館山法人会女性部会長賞

千倉小学校 6年　戸倉美奈

館山法人会長賞

千倉小学校 6年　渡辺雪奈

校長室で表彰式

千葉県法人会連合会会長賞


